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2

過
去
に
な
い
規
模
の
設
置
数
と
な
っ

た
災
害
V
C

　

静
岡
県
や
新
潟
県
、
関
東
甲
信
地
方
、
東

北
地
方
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
記
録
的
な
大

雨
を
も
た
ら
し
た
台
風
19
号
、
そ
の
後
の
10

月
25
日
か
ら
の
大
雨
な
ど
（
以
下
、
台
風
19

号
災
害
）
で
は
、
71
河
川
1
4
0
か
所
が
決

壊
し
、
全
半
壊
・
一
部
損
壊
・
床
上
・
床
下

浸
水
等
、
被
害
に
あ
っ
た
住
宅
は

8
万
5
0
0
0
棟
以
上
に
の
ぼ
る
。

　

台
風
19
号
災
害
の
被
害
に
よ
り
、
14
都
県

計
3
9
0
市
町
村
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
。
災
害
V
C
を
設
置
し
た
自
治
体
は
、

最
大
で
14
都
県
の
1
0
4
か
所
、
通
常
の
社

協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
対
応
し

た
自
治
体
は
7
都
県
18
か
所
で
あ
る
。
災
害

V
C
の
設
置
数
は
、
12
府
県
60
か
所
に
設
置

さ
れ
た
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
よ
り
も
広

範
囲
に
お
よ
び
、
さ
ら
に
は
、
東
日
本
大
震

災
に
お
け
る
岩
手
・
宮
城
・
福
島
の
3
県

1
0
1
か
所
で
設
置
さ
れ
た
災
害
V
C
の
数

を
も
上
回
っ
た
。
こ
れ
は
、
今
回
の
災
害
が

例
を
見
な
い
大
規
模
な
災
害
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

　

全
国
に
設
置
さ
れ
た
災
害
V
C
等
で
は
、

全
国
か
ら
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入

れ
、
被
災
地
に
て
家
屋
清
掃
、
不
用
品
等
の

搬
出
・
運
搬
、
泥
か
き
等
の
活
動
が
行
わ
れ

た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
等
は
、

台
風
19
号
が
日
本
列
島
に
上
陸
し
た
10
月
12

日
以
降
、
順
次
、
各
地
で
設
置
さ
れ
、
12
月

1
日
ま
で
に
、
全
国
で
延
べ
17
万
7
3
0
6

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
を
行
っ
た
。

　

台
風
19
号
災
害
は
、
広
域
で
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
た
め
、
各
地
域
の
交
通
事
情

や
マ
ス
コ
ミ
報
道
等
に
よ
る
注
目
度
に
よ
っ

て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
に
偏
り
が
生
じ
た
。

被
害
の
規
模
に
違
い
が
あ
る
も
の
の
、
災
害

V
C
が
設
置
さ
れ
た
14
都
県
の
う
ち
、
最
も

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が
多
い
長
野
県
が
6
万

人
を
超
え
る
一
方
で
、
新
潟
県
で
は
1
0
0

名
に
満
た
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
一
般
的
に
週
末
の
土
曜

日
、
日
曜
日
に
活
動
す
る
人
が
多
い
傾
向
に

あ
る
が
、
発
災
か
ら
約
1
週
間
後
の
日
曜
日

　
令
和
元
年
は
、
自
然
災
害
が
頻
発
し
、
特
に
8
月
27
日
か
ら
の
佐
賀
県
・
福
岡
県
に

お
け
る
大
雨
や
、
岡
山
県
新
見
市
豪
雨
、
台
風
15
号
、
台
風
19
号
、
そ
の
後
の
10
月

25
日
か
ら
の
大
雨
な
ど
、
各
地
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
た
。
今
回
の
大
規
模
災
害

は
、
広
範
囲
に
お
い
て
同
時
多
発
的
に
発
生
し
た
点
が
特
徴
で
、
支
援
す
る
側
も
被

災
す
る
状
況
が
み
ら
れ
、
全
国
各
地
の
社
協
が
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
今
号
で
は
、
な
か
で
も
被
害
が
大
き
く
、
全
国
の
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
応
援
職
員
の
派
遣

に
よ
る
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
V
C
）
運
営
支
援
等
が
展
開

さ
れ
た
台
風
19
号
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

＊
本
記
事
の
記
載
内
容
は
、
令
和
元
年
12
月
2
日
現
在
の
も
の

台風 19号等の災害対応について
緊急報告

特　集
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で
あ
る
10
月
20
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数
が

ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
こ
の
と
き
は
1
日
あ
た

り
1
万
7
0
0
0
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
時
間
の
経

過
と
と
も
に
災
害
V
C
に
よ
る
特
別
な
体
制

を
解
除
し
て
被
災
者
支
援
に
あ
た
る
自
治
体

も
多
く
な
り
、
現
在
、
被
災
地
で
活
動
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
は
、
1
日
当
た
り

2
0
0
0
人
程
度
に
減
少
し
て
い
る
（
12
月

1
日
現
在
）（
図
表
1
、
2
）。

　

ま
た
、
被
災
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
求
め
て
い

る
自
治
体
で
は
、
救
援
物
資
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
必
要
な
資
材
を
積
み
込
み
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
団
体
で
被
災
地
に
向
か
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
バ
ス
に
よ
る
活
動
も
展
開
さ
れ
た
。

　

大
規
模
災
害
時
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
受
け
入
れ
る
災
害
V
C
運
営
に
お
い
て
は
、

社
協
は
か
ね
て
よ
り
必
要
に
応
じ
て
、
県
内
、

ブ
ロ
ッ
ク
内
、
そ
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
外
の
全
国

規
模
で
調
整
を
行
い
、
継
続
的
に
社
協
職
員

を
派
遣
し
、
被
災
地
の
災
害
V
C
運
営
の
支

援
を
行
っ
て
い
る
。

全
国
の
社
協
職
員
派
遣
に
よ
る

災
害
V
C
運
営
支
援

　

台
風
19
号
災
害
に
お
い
て
も
、
被
災
地
で

あ
る
北
海
道
・
東
北
、
関
東
A
、
B
ブ
ロ
ッ

ク
内
で
の
相
互
支
援
で
は
対
応
が
困
難
と
な

り
、
当
該
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
社
協
よ
り
本
会

に
対
し
、
他
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
職
員
派
遣
要

請
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
10
月
17
日
、
全
国

的
な
社
協
職
員
派
遣
に
向
け
て
、
災
害
対
応

ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
・
市
社
協
会
議
を
開
催
し
、

具
体
的
な
支
援
の
進
め
方
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

　

さ
ら
に
本
会
で
は
、
地
域
福
祉
部
お
よ
び

全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
振
興
セ
ン

タ
ー
職
員
4
名
を
10
月
19
日
・
20
日
の
2
日

間
、
被
災
地
（
福
島
県
、
宮
城
県
、
栃
木
県
、

長
野
県
）
に
派
遣
し
、
被
災
者
支
援
や
災
害

V
C
設
置
に
関
わ
る
情
報
収
集
を
実
施
し
た
。

　

本
会
と
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
県
と
の
協
議
の
結

果
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
宮
城
県
、
福
島
県
、

栃
木
県
、
長
野
県
に
対
し
、
東
海
・
北
陸
、
近

畿
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
の
職
員
派

遣
に
よ
る
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。
10
月
24
日

か
ら
開
始
さ
れ
た
被
災
地
災
害
V
C
へ
の
ブ

ロ
ッ
ク
派
遣
に
よ
る
宮
城
県
・
福
島
県
・
栃

木
県
・
長
野
県
へ
の
支
援
は
、
12
月
2
日
現

在
で
1
6
9
人
、
延
べ
9
4
9
日
と
な
っ
て

い
る
（
北
海
道
・
東
北
、
関
東
A
、
B
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
応
援
派
遣
、
お
よ
び
被
災
地
社
協
か

緊急報告　台風 19号等の災害対応について特　集

6,478人6,478人

56人56人

21,385人21,385人

81人81人
23,095人23,095人

24,507人24,507人

1,934人1,934人 12,092人12,092人

6,743人6,743人

3,339人3,339人

810人810人

4,620人4,620人

9,396人9,396人

62,770人62,770人

図表 2　県別ボランティア数の状況（令和元年 12月 1日現在）

図表 1　ボランティア数の推移
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ら
の
直
接
要
請
や
行
政
の
対
応
と
連
動
し
た

応
援
派
遣
等
を
除
く
）。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
被
災
地
の
一
部
で

は
、
非
常
時
か
ら
通
常
業
務
に
シ
フ
ト
し
て

い
く
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
な
ど
、
災
害
V
C

の
収
束
に
向
け
た
動
き
も
出
て
き
た
。
福
島

県
伊
達
市
と
郡
山
市
に
対
す
る
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
前
者
が
11

月
6
日
、
後
者
が
11
月
20
日
で
終
了
と
な
っ

た
。
ま
た
、
長
野
県
長
野
市
に
対
す
る
北
陸

ブ
ロ
ッ
ク
内
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
11

月
23
日
で
終
了
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
栃
木

県
栃
木
市
に
対
す
る
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
内
の
職

員
派
遣
に
つ
い
て
は
、
12
月
8
日
で
終
了
と

な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
協
で
は
、
外
部
支
援

か
ら
地
元
社
協
中
心
の
被
災
者
支
援
体
制
に

移
行
し
た
。

　

な
お
、
特
に
甚
大
な
被
害
が
出
た
宮
城
県

丸
森
町
の
災
害
V
C
に
つ
い
て
は
、
本
年
中

に
閉
鎖
と
は
な
ら
ず
、
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
内
の
職
員
派
遣
に
つ
い
て
も
12
月
27
日
ま

で
継
続
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

福
祉
救
援
活
動
資
金
の
支
給

　

地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
被
災
地
に

お
い
て
、
都
道
府
県
・
指
定
都
市
社
協
が
市

区
町
村
社
協
と
連
携
し
て
取
り
組
む
救
援
活

動
お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
内
社
協
の
合
同
本
部
の

設
置
等
に
対
し
て
、
緊
急
か
つ
即
応
的
に
要

す
る
初
動
体
制
の
費
用
の
一
部
を
支
援
す
る

た
め
、
福
祉
救
援
活
動
資
金
援
助
制
度
を
設

置
し
て
い
る
。
対
象
と
な
る
災
害
は
、
災
害

対
策
基
本
法
に
定
義
さ
れ
、
か
つ
、
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
た
場
合
と
な
り
、
今
回
、

台
風
19
号
お
よ
び
10
月
25

日
か
ら
の
大
雨
被
害
と
、

そ
の
前
に
発
生
し
て
い
た

台
風
15
号
が
支
給
対
象
と

な
る
。

　

台
風
15
号
で
は
、
規
定

に
基
づ
き
、
地
域
福
祉
推

進
員
会
正
副
委
員
長
の
合

議
に
よ
り
、
千
葉
県
社
協

に
対
し
1
3
0
万
円
を
支

給
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

去
る
10
月
3
日
に
開
催
し

た
第
3
回
地
域
福
祉
推
進

委
員
会
の
常
任
委
員
会
に

て
報
告
を
行
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
台
風

19
号
が
発
生
し
、
千
葉
県

内
の
一
部
市
町
に
お
い
て

は
、
台
風
15
号
で
設
置
さ

れ
た
災
害
V
C
が
、
そ
の

ま
ま
台
風
19
号
の
被
災
支

援
活
動
を
継
続
す
る
と
こ

ろ
も
あ
っ
た
た
め
、
あ
ら

た
め
て
千
葉
県
を
含
む
被
災
地
社
協
の
支
援

活
動
の
状
況
等
に
つ
い
て
、
情
報
収
集
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。

全
社
協
に
よ
る
政
府
へ
の

緊
急
要
望
等
の
動
き

　

台
風
19
号
で
生
じ
た
13
都
県
に
広
が
る
甚

大
な
被
害
に
対
し
、
本
会
で
は
、
10
月
18
日

に
政
策
委
員
会
幹
事
に
よ
る
災
害
対
策
本
部

を
開
催
し
、
被
災
地
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る

被
災
者
支
援
を
継
続
的
に
行
っ
て
い
く
た
め

の
財
政
措
置
等
が
早
急
に
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

〔派遣期間〕
令和元年 10月 24日～12月 27日（予定）

◆ 12月 2日現在の実績
〔派遣者数（延べ人数）〕
169人（宮城県 23人＋福島県 64人＋栃木県 54人＋長野県 28人）
〔派遣日数〕
949人日（宮城県 119人日＋福島県 383人日＋栃木県 279人日＋長野県
168人日）

※ 北海道・東北、関東 A、Bブロック内の応援派遣、および被災地社協か
らの直接要請や行政の対応と連動した応援派遣等を除く。

◆派遣者数と派遣人数
ブロック 派遣先 人数 派遣日数
東海ブロック 栃木市  54人 279人日
北陸ブロック 長野市  28人 168人日
近畿ブロック 郡山市、伊達市  64人 383人日
中国ブロック 丸森町  16人  76人日
四国ブロック 丸森町   7人  43人日

計 169人 949人日

図表 3　ブロック派遣の状況

図表 4　災害時福祉支援活動の強化のために早急に実現すべき事項

1．福祉的支援の拠点設置 3．人的支援の
  　仕組みの構築2．人材の養成

「災害福祉支援センター
（仮称）」の設置

福祉支援専門員（仮称）、
各種活動の中核的人材の養成

応援・受援のルール化
派遣調整の事務局機能確立

•被災地における福祉的支援の総
　合化、広域支援のための拠点 
　センターの整備
•各都道府県および全国に設置
•「災害福祉支援専門員（仮称）」を
　配置し、発災後、被災市町村で
　の福祉的支援の助言・指導等を
　実施

4．平時および発災後の活動に関する財政基盤の確立
•災害時の福祉的支援の重要性に照らし、適切な公費負担を含め、その財政基盤の確立が必要
•「災害福祉支援センター（仮称）」設置費、災害ボランティアセンターの設置・運営費、社協職員の
　応援派遣費用は公費負担とすべき

•発災後、迅速かつ適切な福祉的
　支援を展開するため、平時から
　人材を養成
•避難所運営、災害ボランティア
　活動、DWAT活動等の担い手人
　材の養成研修を都道府県、全国
　で実施（全国はリーダー層研修）

•都道府県および全国を単位とす
　る広域支援（派遣調整）の仕組
　みを構築
•研修修了者等を平時から名簿登
　録、発災後、都道府県内もしく
　は全国的な派遣調整を実施

5．災害時福祉支援活動の法定化
•災害時の福祉的支援は人びとの命と健康、生活の再建を支える重要な活動であり、医療などと同様
　に、災害救助法、災害対策基本法等に福祉の支援を明記し、財政基盤を確立する（公費負担の明確化）

高齢者・障害者・子どもなど災害時に福祉的な
配慮を要する者への支援は位置づけられていない

出典：全国社会福祉協議会 災害時福祉支援活動に関する検討会『災害時福祉支援活動の強化のた
めに―被災者の命と健康、生活再建を支える基盤整備を―（提言）』（令和元年9月）
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「
令
和
元
年
台
風
第
19
号
等
被
災
地
支
援
活

動
に
関
す
る
緊
急
要
望
」
を
と
り
ま
と
め
た
。

　

本
要
望
は
、
①
災
害
V
C
活
動
に
対
す
る

支
援
、
②
避
難
所
等
に
お
け
る
要
配
慮
者
に

対
す
る
支
援
、
③
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施

設
等
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
の
支
援
、
の
3

点
か
ら
な
る
。
具
体
的
に
は
、
①
で
は
、
災

害
V
C
の
設
置
・
運
営
に
か
か
る
経
費
や
、

応
援
職
員
の
派
遣
費
用
等
、
全
国
の
社
協
に

よ
る
広
域
支
援
に
対
す
る
経
費
に
つ
い
て
災

害
救
助
費
に
よ
る
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
、

②
で
は
、
福
祉
施
設
専
門
職
に
よ
る
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
（
D
W
A
T
）
等
の
活
動
へ

の
災
害
救
助
費
に
よ
る
支
援
、
③
は
、
被
災

し
た
す
べ
て
の
社
会
福
祉
施
設
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
が
早
期
に
復
旧
す
る
た
め
の
財

政
支
援
を
要
望
し
て
い
る
。
11
月
5
日
に
は
、

清
家
篤
会
長
と
古
都
賢
一
副
会
長
が
内
閣

府
・
武
田
良
太
防
災
担
当
大
臣
を
た
ず
ね
、

各
被
災
地
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

十
分
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、
災
害

V
C
の
設
置
・
運
営
に
か
か
る
経
費
等
に
つ

い
て
災
害
救
助
費
に
よ
る
財
政
支
援
を
要
望

し
た
。

　

な
お
、
9
月
30
日
に
は
、
災
害
時
福
祉
支

援
活
動
に
関
す
る
検
討
会
（
座
長
：
宮
本
太

郎
中
央
大
学
法
学
部
教
授
）
に
お
い
て
、「
災

害
時
福
祉
支
援
活
動
の
強
化
の
た
め
に
―
被

災
者
の
命
と
健
康
、
生
活
再
建
を
支
え
る
基

盤
整
備
を
―
（
提
言
）」
が
と
り
ま
と
め
ら
れ

た
。
本
提
言
で
は
、
①
総
合
的
な
拠
点
整
備
、

②
人
材
養
成
、
③
人
的
支
援
（
広
域
支
援
）

の
仕
組
み
の
確
立
、
④
財
政
基
盤
の
確
立
、

⑤
災
害
法
制
に
お
け
る
福
祉
的
支
援
の
明
確

化
、
の
5
点
を
早
急
に
実
現
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
提
言
を
も
と

に
、
本
会
は
10
月
末
に
は
自
民
党
、
公
明
党

の
厚
生
労
働
部
会
関
係
者
に
対
し
て
要
望
を

行
っ
た
。

災
害
V
C
の
運
営
等
に
つ
い
て
の
今

後
の
課
題

　

当
初
、
災
害
V
C
の
設
置
・
運
営
は
社
協

が
任
意
で
行
っ
て
き
た
。
大
規
模
災
害
が
発

生
し
、
つ
ど
社
協
が
災
害
V
C
を
開
設
し
、

支
援
を
行
っ
て
き
た
。
多
く
の
実
績
を
積
み

重
ね
な
が
ら
、
災
害
V
C
は
社
協
が
設
置
す

る
と
い
う
認
識
が
一
般
化
し
て
き
た
。
今
日

で
は
、
災
害
対
策
基
本
法
や
防
災
基
本
計
画

に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
と

と
も
に
、
災
害
V
C
の
設
置
・
運
営
に
つ
い

て
、
各
市
区
町
村
の
地
域
防
災
計
画
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

台
風
19
号
災
害
で
も
、
被
害
が
大
き
か
っ

た
地
域
の
一
つ
で
あ
る
長
野
市
の
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
10
月
16
日
か
ら

11
月
15
日
ま
で
の
1
か
月
で
、
3
万
7
2
6
1

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
動
し
た
。
こ
れ
は

昨
年
7
月
の
西
日
本
豪
雨
に
お
け
る
倉
敷
市

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
の
2
万
7
7
8
8

人
を
大
き
く
上
回
る
数
と
な
っ
た
。

　

災
害
V
C
の
運
営
等
に
つ
い
て
、
今
後
検

討
を
要
す
る
課
題
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

⃝�

ブ
ロ
ッ
ク
派
遣
に
か
か
る
諸
経
費
の
確
保

⃝�

幹
事
県
が
被
災
し
た
場
合
や
ブ
ロ
ッ
ク
内

社
協
が
多
数
被
災
し
た
場
合
の
幹
事
県
の

負
担
軽
減
策

⃝�

派
遣
す
る
人
員
の
確
保
、
派
遣
す
る
職
員

の
育
成

⃝�

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
範
囲
の
平
準
化
、

範
囲
外
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
他
団
体
・

多
職
種
と
の
連
携
方
策
等
の
検
討

　

本
年
は
、
広
範
囲
に
お
い
て
災
害
が
多
発

し
た
た
め
に
職
員
を
派
遣
す
る
側
も
被
災
す

る
状
況
が
み
ら
れ
、
派
遣
先
を
変
更
す
る
な

ど
の
対
応
に
追
わ
れ
る
事
態
に
陥
っ
た
と
こ

ろ
も
少
な
く
な
い
。

　

大
規
模
災
害
が
頻
発
す
る
な
か
で
社
協
に

よ
る
災
害
支
援
の
あ
り
方
の
検
討
が
あ
ら
た

め
て
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

緊急報告　台風 19号等の災害対応について特　集

石巻市におけるボランティア活動の様子

出発前ミーティングの様子（栃木県那須烏山市災害VC）

令和元年度生活支援相談活動管理職・担当者全国連絡会議
の開催（お知らせ）
　（主催）　社会福祉法人　全国社会福祉協議会
　（共催）　社会福祉法人　岡山県社会福祉協議会
　（日時）　令和2年3月6日（金）10：00～17：00
　（会場）　�岡山県総合福祉・ボランティア・NPO会館（きらめき

プラザ）
　（対象）　�市町村社会福祉協議会の災害・復興支援の担当職員、

事務局長や課長などの管理職、主任（統括）生活支援
相談員などの生活支援相談員を支える立場にある者、
生活支援相談員　等

　＊�プログラム等の詳細については、本会より都道府県・指定都
市社協を通じて、全国の市区町村社協にご案内いたします。
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今
号
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
地
域
包
括
）
に
お
け
る
地
域
ケ
ア
会

議
を
活
用
し
た
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
事
例
経
過
の
な
か
の
主
に
支
援
導

入
期
の
ふ
た
つ
の
場
面
に
絞
っ
て
要
約
記
録

を
提
示
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
に
つ
い

て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
S
W
）

と
し
て
の
省
察
を
行
い
、
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
考
え
ら
れ
る
点
を
整
理
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
例
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
て
、
本
質
が
変
わ
ら
な
い
程
度
に

加
工
し
て
い
ま
す
。

①�

入
口
は
「
気
に
な
る
」「
心
配
」
の

つ
ぶ
や
き

　

A
さ
ん
（
80
代
・
女
性
）
に
関
す
る
情
報

が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
民
生

委
員
）
か
ら
地
域
包
括
に
寄
せ
ら
せ
ま
し
た
。

A
さ
ん
は
、
近
隣
住
民
を
は
じ
め
と
し
た
周

囲
の
人
た
ち
を
「
敵
だ
」
と
訴
え
、
心
を
閉

ざ
し
、
地
域
の
な
か
で
孤
立
し
て
お
り
、
周

囲
か
ら
心
配
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
時
点
で
は
近
隣
住
民
間
で
は
っ
き
り
し

た
問
題
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
ま
ま
だ
と
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
発
展
し

か
ね
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

そ
こ
で
地
域
包
括
S
W
か
ら
民
生
委
員
に

同
行
訪
問
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
民
生
委
員

は
「
A
さ
ん
は
、
と
に
か
く
不
信
感
が
強
く

怒
鳴
ら
れ
る
だ
け
だ
」
と
首
を
横
に
振
り
ま

し
た
。
後
日
、
地
域
包
括
の
み
で
訪
問
を
試

み
ま
し
た
が
、「
帰
れ
」
と
玄
関
越
し
で
一
喝

さ
れ
て
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
件
と
の
関
連

は
不
明
で
す
が
、
同
日
に
民
生
委
員
宅
の
留

守
電
に
「
お
前
か
ー
。
変
な
や
つ
よ
こ
し
た

ん
は
。
ば
か
や
ろ
ー
」
と
、
A
さ
ん
ら
し
き

方
の
声
が
残
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
誰
が
行
っ
て
も
同
じ
。
包
括
さ
ん
も
相

談
と
い
う
よ
り
愚
痴
だ
と
思
っ
て
聞
い
て
く

れ
れ
ば
い
い
」
と
民
生
委
員
は
あ
き
ら
め
の

表
情
を
浮
か
べ
な
が
ら
話
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
域
包
括
S
W
か
ら
「
心
配
し
て
く

だ
さ
っ
て
い
る
近
隣
の
方
た
ち
と
一
緒
に
地

域
ケ
ア
会
議
を
開
き
ま
せ
ん
か
」
と
働
き
か

け
ま
し
た
。

【
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

相
談
は
、
協
働
の
は
じ
め
の
一
歩
で
す
。

こ
の
場
面
で
は
、
相
談
機
関
に
相
談
が
ど
の

よ
う
に
し
て
寄
せ
ら
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
注
目
し
て
み
ま
す
。
こ
の
事
例
で
は
、
近

隣
住
民
の
声
を
聞
い
た
民
生
委
員
が「
愚
痴
」

と
表
現
し
た
よ
う
に
、
実
際
に
は
、
窓
口
で

の
相
談
と
い
う
か
た
ち
で
は
な
く
、
地
域
包

括
と
民
生
委
員
が
共
同
で
主
催
し
て
い
る
地

域
サ
ロ
ン
活
動
の
後
、
公
民
館
の
椅
子
を
一

緒
に
片
付
け
て
い
た
と
こ
ろ
で
の
民
生
委
員

の
「
つ
ぶ
や
き
」
が
入
口
で
し
た
。

　

地
域
包
括
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談
は
、
大
ま

か
な
比
率
を
示
す
と
、
本
人
か
ら
の
相
談
が

1
に
対
し
て
、
周
囲
か
ら
の
相
談
は
そ
の
5

倍
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
専
門

職
相
談
の
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
私
た
ち
が
、
一
人

で
は
抱
え
き
れ
な
い
問
題
や
生
活
の
し
づ
ら

さ
に
直
面
し
た
と
き
、
果
た
し
て
す
ぐ
に
相

談
機
関
に
相
談
し
よ
う
と
い
う
発
想
に
至
る

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
自
分
に
は
ど
の
よ
う

な
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
を
認
識
し
、
た
く
さ
ん

あ
る
相
談
窓
口
の
な
か
で
ど
の
機
関
に
行
く

の
が
適
切
な
の
か
を
見
極
め
る
の
は
実
は
と

て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

相
談
は
S
W
が
窓
口
で
待
っ
て
い
て
も
寄

せ
ら
れ
ま
せ
ん
。
本
人
の
動
機
づ
け
が
十
分

な
域
ま
で
達
し
て
い
な
く
と
も
、
周
囲
の
誰

か
の
「
心
配
だ
」「
気
に
な
る
」
の
声
が
届
く

機
関
と
し
て
機
能
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
私
た

ち
の
協
働
相
手
は
お
の
ず
と
広
が
り
ま
す
。

地
域
の
関
係
機
関
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
身

近
な
人
だ
か
ら
こ
そ
相
談
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
が
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
か
ら
相
談
の
一
歩
手
前
の

地
点
か
ら
つ
ぶ
や
い
て
も
ら
え
る
協
働
の
関

係
づ
く
り
が
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

②�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
協
働
の
場
と
し
て
の

地
域
ケ
ア
会
議

　

地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、
A
さ
ん
を
心
配
す

る
方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
個

人
情
報
に
配
慮
し
な
が
ら
、
参
加
者
で
あ
る

民
生
委
員
や
近
隣
住
民
の
情
報
を
も
と
に
、

「
地
域
全
員
が
敵
だ
」と
思
い
込
ん
で
い
る
A

さ
ん
の
住
む
エ
リ
ア
を
地
図
に
し
、
あ
わ
せ

て
事
例
の
経
過
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書
き

込
み
可
視
化
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
話
を
う
か
が
い
、
整
理
す
る
と
、

A
さ
ん
は
も
と
も
と
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い

る
方
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

1
．�

地
域
ケ
ア
会
議
を
ツ
ー
ル
に
協
働
し

た
事
例
と
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

2
．�

事
例
紹
介
と
協
働
の
ポ
イ
ン
ト

実
践
か
ら
考
え
る
！

協
働
の
中
核

　
前
号
で
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
が
、
ど
の
よ
う
に
多
職
種
・
多
機
関
と
の

連
携
を
図
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
学
び
も
含
め
た
経
緯
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

号
も
中
恵
美
氏
に
地
域
相
談
支
援
の
実
践
事
例
と
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
ご
寄
稿
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
川
島
ゆ
り
子
氏
が
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

連 載
第10回

地
域
を
基
盤
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
関

と
し
て
の
協
働
を
考
え
る
②

〜
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
実
践
か
ら
〜

金
沢
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
び
う
め
　
セ
ン
タ
ー
長

中
　
恵
美
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A
さ
ん
の
夫
の
生
前
、
A
さ
ん
は
婦
人
会
活

動
へ
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

事
前
情
報
で
は
、
A
さ
ん
は
地
域
か
ら
完
全

に
孤
立
し
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

C
さ
ん
と
い
う
つ
な
が
り
の
あ
る
住
民
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

C
さ
ん
の
話
か
ら
、
A
さ
ん
の
変
化
の

き
っ
か
け
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
ど
う
や

ら
、
A
さ
ん
の
隣
の
家
に
住
む
B
さ
ん
が
認

知
症
を
発
症
し
、
行
き
違
い
が
あ
っ
た
頃
か

ら
A
さ
ん
の
近
隣
へ
の
「
敵
視
」
が
始
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。
地
域
を
俯
瞰
し
て
み
る
と
、

ま
ず
は
認
知
症
に
な
っ
た
B
さ
ん
の
変
化
が

先
に
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
頃
、
B
さ
ん
は
、

な
ぜ
か
隣
の
A
さ
ん
が
引
っ
越
し
た
と
思
い

込
み
、
回
覧
板
を
回
さ
な
い
、
ポ
ス
ト
に
ち

ら
し
が
入
ら
な
い
よ
う
に
と
勝
手
に
ガ
ム

テ
ー
プ
を
貼
る
な
ど
の
行
動
が
で
て
き
た
よ

う
で
し
た
。
A
さ
ん
が
何
度
も
B
さ
ん
に

引
っ
越
し
て
い
な
い
と
説
明
し
て
も
、
B
さ

ん
は
そ
の
こ
と
を
忘
れ
て
行
動
を
繰
り
返
し

た
よ
う
で
す
。

　

地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、
状
況
や
経
緯
を
地

域
の
方
々
と
一
緒
に
可
視
化
し
た
こ
と
で
、

今
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
を
A
さ
ん
本
人
の
側

か
ら
み
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
と
ら
え
直

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん

ど
は
当
初
、
睨
ん
だ
り
怒
鳴
っ
た
り
し
て
く

る
A
さ
ん
の
こ
と
を
「
怖
い
人
」「
危
険
な

人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
見
て
い
ま
し
た
が
、

C
さ
ん
の
話
を
き
っ
か
け
に
、
A
さ
ん
へ
の

眼
差
し
が
変
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。「
B
さ

ん
か
ら
阻
害
さ
れ
て
さ
み
し
か
っ
た
ね
」「
地

域
み
ん
な
が
敵
っ
て
し
ん
ど
い
ね
」
な
ど
と

い
う
声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
治
会
名
簿
上
で
は
身
寄
り
が
い

な
い
と
さ
れ
て
い
た
A
さ
ん
で
す
が
、
実
は

月
に
一
度
の
通
院
を
支
援
し
て
く
れ
る
市
内

在
住
の
兄
夫
婦
が
い
る
こ
と
、
通
院
先
の
総

合
病
院
の
主
治
医
に
「
命
を
救
わ
れ
た
」
と

い
う
思
い
を
も
ち
、
信
頼
を
お
い
て
い
る
こ

と
な
ど
、
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
も

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
域
包
括

は
、
地
域
ケ
ア
会
議
を
き
っ
か
け
に
得
ら
れ

た
情
報
を
も
と
に
、
A
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
育

ん
で
き
た
関
係
を
も
つ
人
た
ち
と
つ
な
が
り
、

そ
の
人
た
ち
か
ら
地
域
包
括
を
紹
介
し
て
も

ら
う
こ
と
に
よ
り
、
A
さ
ん
の
支
援
を
開
始

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
協
働
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

支
援
段
階
の
協
働
に
お
い
て
、
地
域
包
括

S
W
と
し
て
最
も
重
き
を
お
い
て
い
る
の
は
、

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
再
構
築
と
共
有
で
す
。
こ

れ
は
支
援
者
の
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
た
ア
セ

ス
メ
ン
ト
情
報
を
一
旦
横
に
置
い
て
、
協
働

で
「
本
人
の
い
る
と
こ
ろ
か
ら
」
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
い
ま
一
度
組
み
立
て
て
い
く
作
業
の

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活

用
で
き
る
も
の
の
ひ
と
つ
が
、
地
域
ケ
ア
会

議
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
S
W
を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
は
、

支
援
対
象
者
と
出
会
っ
た
時
、
本
人
の
も
つ

ニ
ー
ズ
を
専
門
性
と
い
う
モ
ノ
サ
シ
で
測
り
、

カ
テ
ゴ
リ
ー
ご
と
の
ケ
ー
ス
に
収
め
て
い
く

と
い
う
作
業
を
し
が
ち
で
す
。
認
知
症
の

ケ
ー
ス
、
医
療
連
携
の
ケ
ー
ス
と
い
っ
た
具

合
に
、
ケ
ー
ス
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
化
が
上
手
に

な
っ
て
い
た
と
し
た
ら
要
注
意
で
す
。
ど
の

ケ
ー
ス
に
も
収
ま
り
き
ら
な
い
も
の
を
困
難

ケ
ー
ス
と
勝
手
に
呼
ん
で
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か（
自
戒
を
こ
め
て
…
）。
支
援
に
迷
っ
た

り
、
行
き
詰
ま
っ
た
ら
誰
に
聞
け
ば
よ
い
の

か
。
そ
れ
は
、
支
援
対
象
者
本
人
に
ほ
か
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

A
さ
ん
の
よ
う
に
、
支
援
拒
否
や
接
近
困

難
と
い
う
事
象
が
あ
る
場
合
も
、
本
人
の
こ

と
は
本
人
に
聞
く
と
い
う
鉄
則
は
変
わ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、

A
さ
ん
の
こ
と
を
知
る
地
域
住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
、
A
さ
ん
の
人
と
な
り
や
言
葉
や
思
い

を
代
弁
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
議
前
は
、

周
囲
か
ら
み
て
困
っ
た
人
と
い
う
ス
ト
ー

リ
ー
で
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
A
さ
ん

の
い
る
と
こ
ろ
か
ら
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
考

え
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
再
構
築
し
、
共
有
す

る
こ
と
で
支
援
チ
ー
ム
全
体
で
協
働
で
き
た

と
い
う
実
感
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。
本
人

を
主
体
と
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
再
構
築
と

共
有
は
、
そ
の
後
の
支
援
チ
ー
ム
の
協
働
の

た
め
の
羅
針
盤
と
な
り
ま
す
。

　

2
号
に
わ
た
り
、
地
域
包
括
の
実
践
の
紹

介
と
い
う
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と

に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
協

と
は
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
機
関
同
士
協
働
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。

そ
の
先
に
い
つ
も
あ
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
リ

ア
ル
な
生
活
に
つ
な
が
る
と
い
う
実
感
と
と

も
に
。

3
．�

お
わ
り
に

地
域
で
の
「
気
づ
き
」
を
支
え
る

愛
知
教
育
大
学
　
川
島
　
ゆ
り
子

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
立
場
か
ら

の
原
稿
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て

協
働
の
中
核
を
「
ど
こ
が
担
う
か
」
が
重

要
な
の
で
は
な
く
、「
何
を
担
う
か
」
を
社

協
と
し
て
真
摯
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
も
つ
ら
い
状
況
に
あ
る
人
が
、
自
ら

助
け
を
求
め
る
「
声
」
す
ら
上
げ
ら
れ
な

い
状
況
に
な
り
、
専
門
職
に
そ
の
ニ
ー
ズ

が
つ
な
が
ら
ず
、
支
援
か
ら
も
れ
お
ち
て

い
る
ケ
ー
ス
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
こ
の
事
例
に
も
あ
る
よ
う
に
、
地
域

の
な
か
で
は
、
そ
の
人
の
様
子
に
気
づ
き
、

心
配
し
、
不
安
に
思
う
地
域
住
民
の
方
が

少
な
か
ら
ず
お
ら
れ
ま
す
。
地
域
を
基
盤

と
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
展
開
で
き

る
か
ど
う
か
は
、
こ
の
地
域
で
の
気
づ
き

を
ど
れ
だ
け
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。「
相
談
の
一
歩

手
前
の
地
点
か
ら
つ
ぶ
や
い
て
も
ら
え
る

協
働
の
関
係
づ
く
り
」
と
い
う
中
さ
ん
の

表
現
は
と
て
も
素
敵
な
言
葉
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　
気
づ
い
て
も
ら
っ
た
こ
と
に
感
謝
し
、

丁
寧
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も

重
要
で
す
。
ま
た
、
断
片
的
な
気
づ
き
の

ピ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
よ
う
に
関
係

者
と
協
働
し
な
が
ら
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
再

構
築
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、「
本
人
の

い
る
場
所
か
ら
始
め
る
」
一
歩
先
の
具
体

的
な
支
援
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。
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生
活
支
援
相
談
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
経
緯

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
町
内
に

甚
大
な
被
害
が
及
ん
だ
こ
と
を
受
け
、
厚

真
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
以
下
、
町
社
協
）

で
は
発
災
翌
日
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
V
C
）
を
設
置
し
、

こ
れ
ま
で
に
5
4
0
0
人
以
上
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
て
き
た
。

　

災
害
Ｖ
Ｃ
の
活
動
と
並
行
し
て
、
災
害

V
C
に
統
括
1
名
と
生
活
支
援
相
談
員
2

名
を
配
置
し
た
。
生
活
支
援
相
談
員
の
配

置
は
「
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援

等
の
た
め
の
共
助
の
基
盤
づ
く
り
事
業
」

を
財
源
と
し
て
、
国
2
分
の
１
、
厚
真
町

2
分
の
1
で
実
施
し
て
い
る
。
生
活
支
援

相
談
員
の
活
動
は
、
平
成
30
年
11
月
、
保

健
師
と
と
も
に
仮
設
住
宅
、
み
な
し
仮
設

住
宅
、
公
営
住
宅
等
に
戸
別
訪
問
し
、
世

帯
調
査
を
す
る
こ
と
か
ら
開
始
し
た
。
平

成
31
年
1
月
に
は
、
町
内
の
福
祉
専
門
職

や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
（
以
下
、
民
生

委
員
）、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成

31
年
1
月
か
ら
町
社
協
が
受
託
）
の
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
の
協
力
を
得
な
が
ら
町
内

全
域
へ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
。
保

健
師
と
被
災
者
の
健
康
状
態
な
ど
に
応
じ

て
担
当
を
分
け
な
が
ら
、
自
宅
で
避
難
生

活
を
送
っ
て
い
る
方
を
含
め
、
生
活
相
談

に
対
応
し
た
。

　

平
成
31
年
の
新
年
を
迎
え
、
発
災
か
ら

4
か
月
ほ
ど
が
経
過
し
た
頃
に
は
、「
ど

こ
に
住
む
の
か
」
と
い
う
相
談
か
ら
、「
生

活
再
建
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
」
と
い
う

内
容
に
変
化
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
住
民

相
互
の
交
流
を
図
り
、
生
活
の
質
を
よ
り

高
め
て
い
く
た
め
の
サ
ロ
ン
活
動
も
こ
の

時
期
に
始
ま
っ
た
。
仮
設
住
宅
に
併
設
さ

れ
て
い
る
集
会
所
を
会
場
と
し
て
、
仮
設

住
宅
に
暮
ら
す
方
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

住
民
も
参
加
し
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
週
1
回
行
わ
れ
て
い
る
体

操
教
室
は
、
冬
場
の
運
動
不
足
解
消
と
引

き
こ
も
り
・
孤
立
防
止
を
目
的
と
し
て
開

始
さ
れ
た
。
高
齢
者
の
歩
行
機
能
と
認
知

機
能
の
改
善
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る

「
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
」を
取
り
入
れ
た
体
操

が
行
わ
れ
、
複
数
の
集
会
所
で
こ
の
活
動

が
定
着
し
て
い
る
。
ふ
ま
ね
っ
と
運
動
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格
を
有
す
る
地
域

の
方
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
指
導
員
を

務
め
て
お
り
、
参
加
者
は
世
間
話
を
し
な

が
ら
、
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
安
心
・
安

全
に
体
を
動
か
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
サ

ロ
ン
で
は
、
茶
話
会
や
編
み
物
、
小
物
づ

く
り
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
な
ど
、
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
も
関
わ
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
。

生
活
支
援
相
談
員
の
役
割
と
関
係

機
関
の
連
携

　

現
在
8
か
所
あ
る
仮
設
住
宅
に
は
、
お

お
む
ね
発
災
前
の
地
域
の
被
災
者
が
集
ま

り
暮
ら
し
て
い
る
。
仮
設
住
宅
内
で
は
ゆ

る
や
か
な
決
め
ご
と
を
つ
く
っ
て
は
い
る

が
、
あ
え
て
自
治
会
を
つ
く
っ
て
は
い
な

い
。
自
治
会
は
「
住
民
の
発
意
か
ら
つ
く

ら
れ
る
も
の
」
で
あ
り
、
2
年
間
の
使
用

期
間
中
に
個
別
に
住
民
の
移
動
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
た
か
ら
だ
。
そ
の
代
わ
り
、

住
民
か
ら
選
ば
れ
た
世
話
人
を
置
き
、
集

会
所
の
管
理
を
委
ね
て
い
る
。
集
会
所
で

行
わ
れ
る
サ
ロ
ン
活
動
や
蕎
麦
打
ち
会
、

炊
き
出
し
な
ど
の
交
流
行
事
な
ど
は
住
民

主
体
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
住
民
か
ら
の

希
望
に
応
じ
て
子
ど
も
の
自
習
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

こ
う
し
た
活
動
を
支
援
す
る
の
が
生
活

支
援
相
談
員
だ
。
仮
設
住
宅
に
暮
ら
す
方

の
要
望
を
踏
ま
え
具
体
的
な
活
動
を
提
案

社協活動
最前線
厚真町
社会福祉協議会

震災復興後の地域福祉を
見すえた
生活支援相談活動の展開

毎年1月に開催されるあつま国際3本引
き大会。厚真町は3本引き発祥の地であ
る。

平成30年9月に発生した北海道胆
振東部地震により、震度7を記録し
た厚真町では、死者37名（災害関
連死含む）、全壊・半壊家屋530棟、
200件以上の土砂災害（がけ崩れ、
土石流等）など甚大な被害が及んだ。
災害ボランティアセンターを開設し
支援を継続してきた厚真町社協では、
町内の仮設住宅等で暮らす被災者を
対象に、生活支援相談活動を展開し
ている。震災復興を機に始められた
活動は、災害時の支援にとどまらず、
今後の地域福祉を見すえて進められ
ている。

社協データ
【地域の状況】（令和元年10月現在）
人　　口　　4,546人
世 帯 数　　2,143世帯
高齢化率　　36.8％

【社協の概要】（令和元年10月現在）
理　　事　　  13人
評 議 員　　  25人
監　　事　　  2人
職 員 数　　  56人（正規職員8人、臨時職員
48人）

【主な事業】
⃝ボランティアセンター事業
⃝小地域ネットワーク活動
⃝ふれあい・いきいきサロン事業
⃝日常生活自立支援事業
⃝地域包括支援センター
⃝ホームヘルプサービス事業（高齢・障害）
⃝居宅介護支援事業
⃝食事サービス事業
⃝外出支援・移送サービス事業
⃝�地域密着型サービス事業 
（小規模多機能型居宅介護、高齢者共同生活介護）
⃝生活支援ハウス事業
⃝生活支援相談（LSA）

集会所でのふまねっと運動の様子
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し
な
が
ら
、
活
動
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す

る
。
活
動
の
周
知
は
、
災
害
V
C
が
発
行

す
る
「
厚
真
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
や
、
町
社
協
が
作
成
す
る

「
生
活
支
援
相
談
員
だ
よ
り
」な
ど
を
通
じ

て
行
っ
て
い
る
。
現
在
3
名
配
置
と
な
っ

て
い
る
生
活
支
援
相
談
員
の
一
人
で
、
生

活
支
援
担
当
主
幹
の
山
野
下
誠
氏
は
、

「
社
協
が
災
害
V
C
に
よ
る
活
動
と
生
活

支
援
相
談
活
動
を
同
時
に
行
え
た
こ
と
で
、

一
連
の
動
き
と
し
て
支
援
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
」
と
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
る
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
の
支
援
に
関
わ
る
行

政
、
社
協
、
N
P
O
、
保
健
所
な
ど
の
専

門
職
に
よ
る
連
絡
会
議
を
月
1
回
開
催
し

て
い
る
。
防
犯
灯
の
設
置
や
循
環
福
祉
バ

ス
の
停
留
場
の
調
整
な
ど
、
生
活
支
援
相

談
員
が
住
民
の
声
を
伝
え
、
生
活
課
題
の

解
決
に
向
け
て
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
山

野
下
氏
は
、「
町
行
政
で
こ
れ
ま
で
関
わ

り
の
な
か
っ
た
福
祉
関
係
以
外
の
部
署
も

会
議
に
参
加
し
た
こ
と
で
、
新
た
な
関
係

づ
く
り
が
で
き
ま
し
た
。
住
民
の
生
活
再

建
に
向
け
て
、
町
内
の
各
機
関
・
団
体
が

先
々
の
課
題
を
共
有
す
る
場
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
そ
の
意
義
を
語
る
。

　

春
の
訪
れ
を
前
に
、
仮
設
住
宅
の
敷
地

の
空
き
ス
ペ
ー
ス
で
畑
作
が
で
き
な
い
か

と
い
う
声
が
出
て
き
た
際
に
も
、
連
絡
会

議
の
場
で
協
議
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
敷

地
内
で
の
野
菜
づ
く
り
が
始
め
ら
れ
た
。

野
菜
づ
く
り
は
、
農
業
を
生
業
と
し
て
い

る
方
を
中
心
に
、
住
民
同
士
が
協
力
し
な

が
ら
土
づ
く
り
か
ら
作
付
け
、
収
穫
ま
で

行
わ
れ
、
住
民
間
の
交
流
が
深
ま
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。

復
興
後
の
地
域
福
祉
を
見
す
え
て

　

仮
設
住
宅
を
出
て
、
早
期
に
生
活
再
建

を
め
ざ
す
人
も
い
る
。
生
活
支
援
相
談
員

は
仮
設
住
宅
へ
の
戸
別
訪
問
が
基
本
と
な

る
が
、
相
談
対
応
を
し
た
方
の
な
か
に
は
、

仮
設
住
宅
を
出
た
後
も
訪
問
し
て
ほ
し
い

と
い
う
声
が
あ
り
、
精
神
面
で
の
サ
ポ
ー

ト
も
含
め
、
地
域
の
転
居
先
に
出
向
い
て

相
談
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

山
野
下
氏
は
「
生
活
支
援
相
談
員
の
活

動
で
は
、
地
域
に
出
向
く
こ
と
の
大
切
さ

も
学
べ
ま
し
た
。
民
生
委
員
な
ど
か
ら
地

域
の
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
自
分
自

身
が
地
域
に
出
向
く
こ
と
で
住
民
の
方
と

の
信
頼
関
係
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
」
と
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
を
行
う
意
義
を
語

る
。
生
活
支
援
相
談
員
が
被
災
者
に
寄
り

添
っ
た
支
援
を
続
け
て
い
く
な
か
で
、
顔

の
見
え
る
活
動
へ
と
定
着
し
て
い
き
、
町

民
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
機
会
が
増
え
た

と
い
う
。

　

ま
た
、
自
分
た
ち
だ
け
で
課
題
を
解
決

す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
者
・
機
関
に
声

を
か
け
な
が
ら
町
全
体
で
支
援
す
る
と
い

う
意
識
が
町
社
協
全
体
に
広
が
っ
て
い
る
。

今
年
11
月
に
は
町
行
政
に
よ
り
第
1
期
と

な
る
復
興
計
画
が
公
表
さ
れ
た
が
、
こ
れ

は
町
社
協
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
重
ね
な
が
ら
、
時
間
を
か
け

て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

生
活
支
援
相
談
員
の
石
黒
建
一
氏
は
、

当
初
は
町
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
災
害
復
興
支
援
に
関
わ
り
始
め
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
歴
史
の
な
か
で
培
わ
れ
て

き
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
厚
真
の

も
っ
て
い
る
地
域
力
の
す
ご
さ
を
感
じ
て

い
ま
す
。
震
災
は
、
厚
真
町
の
底
力
が
試

さ
れ
る
期
間
で
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
民

生
委
員
の
方
に
よ
る
的
確
な
対
応
や
、
仮

設
住
宅
の
入
退
所
の
手
続
き
に
あ
た
っ
て

の
支
援
な
ど
は
、
他
の
地
域
で
は
見
ら
れ

な
い
動
き
で
し
た
」。

　

集
会
所
で
の
サ
ロ
ン
活
動
に
は
、
仮
設

住
宅
を
出
た
後
も
参
加
し
続
け
て
い
る
人

も
い
る
。
仮
設
住
宅
で
生
ま
れ
た
活
動
が

地
域
に
定
着
し
始
め
て
お
り
、
建
設
予
定

の
復
興
住
宅
等
に
集
会
所
と
同
様
の
施
設

を
併
設
す
る
な
ど
、
今
後
、
地
域
の
集
い

の
場
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み

も
求
め
ら
れ
る
。
山
野
下
氏
は
「
生
活
再

建
に
向
け
た
支
援
は
こ
の
半
年
が
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
次

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
い
か
に
進
め

て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
そ
の
た
め
に
、

災
害
復
興
を
機
に
始
め
た
サ
ロ
ン
活
動
も

活
か
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
展
望
す
る
。

　

町
社
協
で
は
、
今
年
10
月
の
台
風
19
号

に
よ
り
甚
大
な
土
砂
災
害
が
及
ん
だ
宮
城

県
丸
森
町
に
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
支
援
や

生
活
支
援
相
談
員
が
応
援
に
入
り
、
資
機

材
を
提
供
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
住
民
の
な
か
に
は
、
被
災
地
に
届
け

よ
う
と
手
編
み
の
靴
下
を
提
供
さ
れ
た
方

も
い
る
。
大
規
模
災
害
を
経
験
し
た
か
ら

こ
そ
、
今
、
被
災
者
や
支
援
者
が
直
面
し

て
い
る
で
あ
ろ
う
困
難
や
課
題
も
わ
か
り
、

自
然
と
行
動
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
。
厚
真
町
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
実
践

は
、
震
災
で
の
経
験
を
機
に
、
さ
ら
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
る
。

厚真町（北海道）

北海道の中央部の夕張山地から太平洋へと南流する厚真川の流域に位置する。主産業は農業、畜産、林業、漁業で、
特産品にお米・ハスカップ・ほっき貝・じゃがいもなどがある。札幌・千歳・苫小牧などの都市と近く、町の移住
施策により町外・道外からの転居者も増えている。浜厚真海岸は、道内有数のサーフィンスポットとなっている。

左から生活支援相談員の石黒建一氏、 
山口純子氏、山野下誠氏

仮設住宅の敷地でできた野菜を住民が協力し
て収穫した
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1
．��

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
概
要
・
目
的

　
「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」（
以

下
、
強
化
方
針
）
は
、
地
域
に
お
け
る
課
題

に
応
え
る
た
め
、
社
協
活
動
の
方
向
性
と
具

体
的
な
事
業
展
開
の
方
針
と
し
て
、
平
成
24

年
10
月
に
全
社
協
・
地
域
福
祉
推
進
委
員
会

（
以
下
、
推
進
委
員
会
）
で
策
定
さ
れ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
は
、
強
化
方
針
で
示
し

た
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
設
定

さ
れ
た
82
項
目
の
実
施
状
況
を
入
力
す
る
も

の
で
、
各
社
協
に
お
け
る
事
業
・
活
動
の
実

施
状
況
や
課
題
等
を
大
き
く
5
項
目
に
分
け

て
「
見
え
る
化
」
し
、
自
ら
を
評
価
・
分
析

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
を
推
進
し

て
い
る
。
も
と
よ
り
、
社
協
の
組
織
規
模
や

事
業
・
活
動
は
地
域
の
状
況
に
応
じ
て
多
様

で
あ
る
た
め
、
社
協
間
の
取
り
組
み
状
況
を

単
純
に
比
較
し
た
り
優
劣
を
つ
け
た
り
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
効
果
的
な
活
用
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
各
社
協
内
に
お
け
る
事
業
・
活

動
の
振
り
返
り
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
職
員
が
参
加
し
て
組
織
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
有
効
で
あ
る
。
例
え
ば
、
各
職
員
が

個
々
に
チ
ェ
ッ
ク
し
た
回
答
を
持
ち
寄
っ
て
、

「
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
回
答
し
た
の
か
」「
ど
の

よ
う
な
課
題
を
感
じ
て
い
る
か
」「
こ
れ
か
ら

取
り
組
み
た
い
こ
と
は
何
か
」
を
話
し
合
う

な
ど
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
も
と
に
率
直
な

協
議
を
重
ね
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

2
．�

令
和
元
年
度
集
計
結
果
の
概
要

　

今
年
度
は
、
8
月
6
日
か
ら
10
月
31
日
ま

で
に
8
4
4
件
（
回
答
率
45
・
9
％
）
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
う
ち
、
前
年
も
回
答
し

た
社
協
は
6
4
7
社
協
（
76
・
7
％
）、
今
回

初
め
て
回
答
し
た
社
協
は
1
9
7
社
協

（
23
・
3
％
）
で
あ
っ
た
。

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
は
、
各
項
目
の
実
施

の
有
無
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
状
況
も
加
味

で
き
る
よ
う
、「
◎
実
施
し
て
い
る
（
3
点
）」

「
○
お
お
む
ね
実
施
し
て
い
る
（
2
点
）」「
△

実
施
し
て
い
る
が
課
題
が
あ
る
（
1
点
）」
と

点
数
（「
×
」
の
場
合
は
0
点
）
に
換
算
し
、全

項
目
分
（
計
82
項
目
・
2
4
6
点
）
で
除
し
た

割
合
を
「
実
施
率
」
と
し
て
集
計
し
て
い
る
。

こ
の
実
施
率
は
、
全
国
平
均
が
37
・
2
％
（
平

成
30
年
度
は
37
・
7
％
）
と
な
っ
た
。

　

各
領
域
に
つ
い
て
、
最
も
実
施
率
が
高

か
っ
た
の
が
、「
2‒

1
相
談
・
支
援
体
制
の

強
化
（
総
合
相
談
体
制
の
構
築
）」（
52
・
9

％
）
で
あ
っ
た
。
次
に
、「
1
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

の
徹
底
」（
37
・
9
％
）、「
4
行
政
と
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」（
35
・
9
％
）、「
3
地
域
づ

く
り
の
た
め
の
活
動
基
盤
整
備
」（
34
・
9

％
）
と
続
き
、
最
も
実
施
率
が
低
か
っ
た
の

が
「
2‒

2
相
談
・
支
援
体
制
（
生
活
支
援
体

制
づ
く
り
）」（
30
・
2
％
）
で
あ
っ
た
（
図
）。

　

さ
ら
に
新
規
回
答
者
・
前
年
度
回
答
者
別

に
見
て
み
る
と
、
若
干
で
は
あ
る
が
、
前
年

度
回
答
者
の
方
が
各
項
目
す
べ
て
に
お
い
て

実
施
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
）。
こ

れ
は
前
年
度
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
取
り
組
ん

だ
社
協
が
そ
の
結
果
を
活
用
し
な
が
ら
、
1

年
間
で
着
実
に
実
践
力
を
高
め
て
き
た
成
果

と
考
え
ら
れ
る
。

3
．�

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
実
施
の
効
果

　

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
全
国
集
計
も
2

年
目
と
な
り
、
実
際
に
活
用
し
た
社
協
か
ら

多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
本
年
度
、
実
施

社
協
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
感
想
や
気
づ
き
に
つ

い
て
一
部
を
紹
介
す
る
。

・�

柱
と
な
る
理
念
や
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
が

な
い
ま
ま
場
当
た
り
的
に
事
業
を
実
施

し
て
き
た
側
面
が
あ
り
、
何
を
目
的
と

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
か
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

・�

少
人
数
で
も
職
員
一
人
ひ
と
り
が
活
動

　

�

に
つ
い
て
積
極
的
に
考
え
、
実
行
に
向

け
て
取
り
組
む
姿
勢
が
重
要
と
考
え
る
。

・�

実
施
し
て
い
な
い
項
目
が
あ
ま
り
に
も

多
く
、
社
協
本
来
の
事
業
を
実
施
し
て

い
な
い
こ
と
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。

・�

自
分
た
ち
の
事
業
の
振
り
返
り
と
、
今

後
、
特
に
力
を
入
れ
る
べ
き
事
業
や
活

動
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。

・�

各
部
門
の
職
員
が
参
加
し
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
で
、
改
め
て
社
協
と
し
て
め
ざ

す
姿
を
共
有
で
き
た
。
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
中
長
期
経
営
計
画
に
も
活
用
し
た
い
。

・�

各
事
業
の
目
的
を
職
員
が
理
解
し
、
事

業
の
結
果
が
地
域
福
祉
に
ど
の
よ
う
に

寄
与
し
て
い
く
の
か
を
考
え
な
が
ら
目

標
設
定
し
、
評
価
方
法
に
つ
い
て
も
研

究
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

・�

め
ざ
す
地
域
と
社
協
の
姿
を
継
続
的
に

全
職
員
で
協
議
・
共
有
し
、
定
期
的
な

推
進
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整
備
す
る
必
要

性
を
感
じ
た
。

・�

作
成
し
た
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
住
民
や

行
政
に
も
公
開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場

か
ら
評
価
を
受
け
、
成
長
す
る
こ
と
が
、

社
協
の
存
在
意
義
に
つ
な
が
る
も
の
と

考
え
る
。

・�

地
域
性
を
考
慮
し
な
が
ら
他
市
町
社
協

と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
比
較
の
結
果
、

未
実
施
の
内
容
で
も
他
市
町
社
協
で
取

り
組
み
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
た
い
。

「
社
協
・
生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
全
国
集
計
結
果

～
事
業
・
活
動
を
「
見
え
る
化
」
し
、
社
協
の
総
合
力
を
発
揮
す
る
た
め
に

　
本
会
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
市
区
町
村
社
協
の
総
合
力
の
向
上

と
組
織
・
事
業
基
盤
の
強
化
を
目
的
に
、
強
化
方
針
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
（
以
下
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
）
に
基
づ
く
自
己
点
検
の
実
施
を
全
国
の
社
協
に
呼
び
か
け
た
。
今
号
で
は
、
全
国
集
計
結
果

の
概
要
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
の
意
義
や
効
果
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
集
計
は
速
報

値
に
つ
き
今
後
変
更
が
あ
り
え
る
。

速 報
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「社協・生活支援活動強化方針」チェックリスト全国集計結果
～事業・活動を「見える化」し、社協の総合力を発揮するために

◆ コ
ラ
ム 

私
た
ち
は
こ
う
活
用
し
て
い
ま
す
！

5
．�

ま
と
め

　

以
上
の
よ
う
に
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
通
じ

た
気
づ
き
を
組
織
的
に
共
有
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
事
業
・
活
動
の
展
開
等
を
検
討
す
る

う
え
で
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、部
門
を
横
断

し
て
社
協
全
体
で
協
議
を
深
め
、
め
ざ
す
方

向
性
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
で
、
社

協
内
の
「
丸
ご
と
化
」
を
図
る
こ
と
も
期
待
さ

れ
る
。

　

な
お
、
全
国
集
計
は
終
了
し
て
い
る
が
、
引
き

続
き
チ
ェッ
ク
リ
ス
ト
の
様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
入
力
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
全
国
の

社
協
の
状
況
と
比
較
し
て
自
分
の
社
協
の
レ
ー

ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
等
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
い
た
だ
き
た
い
。

※
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
方
法

　
下
記「
社
協
の
杜
」
U
R
L
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ID

と
パ
ス
ワ
ー
ド
で
認
証
後
、
新
着
資
料
の
『「
社
協

生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
」
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
結

果
報
告
』
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

U
R
L

：https://w
w
w
.shakyo.or.jp/gyoum

u/
index.php

横
手
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
秋
田
県
）

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
実
施
し
、
今
年
度
は
、
地
域
担
当
だ
け

で
な
く
、
介
護
部
門
や
総
務
部
門
な
ど
、

局
内
の
54
名
で
回
答
し
た
。
結
果
を
も
と

に
54
名
を
7
班
に
分
け
、
各
班
で
回
答
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
所
属
部
署
の
事
業
に

つ
い
て
説
明
し
、
共
有
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
市
社
協
と

し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
回
答
を
作
成

し
、
市
社
協
の
強
み
、
弱
み
を
把
握
す
る

こ
と
が
で
き
た
ほ
か
、
地
域
部
門
と
介
護

部
門
の
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
認
識

が
深
ま
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
、
12
名
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
班
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
を
と
り
ま

と
め
た
。
結
果
は
、
現
在
、
行
政
と
一
体

的
に
策
定
し
て
い
る
第
3
次
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
に
活
か
し
て
い

る
ほ
か
、
来
年
度
の
社
協
・
発
展
強
化
計

画
の
策
定
に
反
映
す
る
予
定
で
あ
る
。

新
見
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
岡
山
県
）

　

昨
年
度
、
全
社
協
が
行
っ
た
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
作
成
し
、「『
全
社
協　

社
協
・

生
活
支
援
活
動
強
化
方
針
』
普
及
促
進
セ

ミ
ナ
ー
（
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
）」
の
基
調
報
告

や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
社
協
の

基
盤
強
化
の
必
要
性
を
感
じ
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
課
ご
と
で
各
事
業
に
つ

い
て
の
あ
り
方
を
協
議
す
る
場
は
あ
っ
た

が
、
中
堅
職
員
以
上
が
集
ま
っ
て
社
協
全

体
の
事
業
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
は
持
て

て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
年
度
は
地
域

福
祉
活
動
計
画
の
見
直
し
の
年
で
あ
っ
た

た
め
、
計
画
策
定
作
業
を
主
任
以
上
の
職

員
を
中
心
に
進
め
る
こ
と
と
し
た
。
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
の
作
成
を
通
し
て
、
市
社
協
の

課
題
が
明
ら
か
に
な
り
、
中
堅
職
員
の
協

議
の
場
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
、
基
盤
強

化
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
が
で
き
た
。

速 報

52.9％
37.9％

35.9％

34.9％ 30.2％

1 アウトリーチの徹底

2ｰ1 総合相談体制
       の構築

2ｰ2 生活支援体制づくり3 地域づくりのための
   活動基盤整備

4 行政との
   パートナー
   シップ

全国平均
項目数 満点 合計点

平均 実施率

◎ ○ △ 未実施

初回
回答者

前年
回答者

実施している
（できている）

概ね
実施している
（できている）

実施している
が課題などが

ある

実施していない
（できていない）、

実施予定
（3点） （2点） （1点） （0点）

1アウトリー
チの徹底 18 54 20.4 37.9%（35.2％）（38.5％） 12.1% 25.7% 26.0% 36.2%

2‒1相談・支援
体制の強化
（総合相談
体制の構築）

12 36 19.1 52.9%（49.3％）（54.3％） 21.5% 34.9% 24.5% 19.1%

2‒2相談・支援
体制の強化
（生活支援
体制づくり）

20 60 18.1 30.2%（28.1％）（29.8％）  8.1% 19.5% 27.4% 45.1%

3地域づくり
のための活
動基盤整備

18 54 18.8 34.9%（31.7％）（35.7％） 10.1% 23.3% 27.8% 38.8%

4行政との
パートナー
シップ

14 42 15.1 35.9%（32.5％）（36.6％） 13.9% 22.4% 21.0% 42.7%

合　計 82 246 91.5 37.2%（34.3％）（37.7％） 12.4% 24.4% 25.6% 37.6%

図　 「強化方針」を実現するための 4つの柱全体のチェックリスト集計結果
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　今号では災害対応についてまとめ
ました。被災地で災害ボランティア
センターが開設・運営されるなか、
台風 19 号のように、広域かつ同時
多発的な大規模災害への対応という
点において、ブロック派遣の仕組み
や災害ボランティアセンターを運営
する職員の養成など、さまざまな課

題が見えてきました。今後どのよう
に対応していくのかを多くの関係者
の皆様と協議していく必要があると
感じています。全国各地で被災され
た方にお見舞い申しあげるとともに、
来年こそは災害の少ない一年になる
ことを心より願っています。よいお
年をお迎えください。（赤）
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12月

第 17 回

上
うえ

田
だ

正
まさ

之
ゆき

氏　（元庄原市社会福祉協議会　事務局長）

大学卒業後、民間会社の営業職として 11年間勤務後、1989年 4月、旧比婆郡口和町社会福祉協議
会に入職。2005年 4月、1市 6町合併後、庄原市社会福祉協議会初代事務局長に就任、2012年 5
月末庄原市社協を退職。同年 6月、広島県社会福祉協議会に入職、2013年から事業部長兼地域福祉
課長として勤務。2016年 3月末広島県社協退職。同年4月から嘱託職として、庄原市地域包括支援
課（現在高齢者福祉課）に入職、生活支援体制整備事業第1層生活支援コーディネーターとして従事中。

今号は、2012 年まで庄原市社会福祉協議会、2016 年まで広島県社会福祉協議会に勤められ、現在、庄原市
高齢者福祉課の生活支援体制整備事業第 1層生活支援コーディネーターとしてご活躍の上田正之さんからご寄
稿いただきました。

社協ってなんだろう？

　社協に入職した際、それまで民間会社の営業職として勤
務していた私は、福祉の知識などまったくありませんでし
た。事務職として入職し、団体事務や会計などを行い、最
初はただ忙しいだけの毎日を過ごしていました。
　入職して 2年目となり、その頃から月 1回「在宅介護
者の集い」を始めました。そこでのエピソードを紹介しま
す。義父と義母のダブル介護をしていた女性（仮称：花子
さん）がその集いに参加し、先輩参加者に介護のつらさを
聴いてもらっていました。花子さんが参加して半年経った
頃、別の新しい方が参加するようになりました。花子さん
はその方の話を聴き、そっと励ましていたのです。それま
で支えられる存在だった花子さんが、支える側になってい
たのです。肩の力が抜けた素敵な姿がそこにありました。
　当事者の組織化、互助など、入職後なんとなく耳にして
いた言葉の意味がこの光景を見て少し分かったような気が
しました。どんな人にでも役割がある。輝く瞬間がある。
社会福祉の先人が大事にしてきたことは、こういうことな
のだろうかと、漠然と社協の役割を感じるようになりました。

地域のなかで支え合うということ

　2000年の介護保険制度施行直前には、こんなことがあ
りました。ある特別養護老人ホームの施設長から「社協は
これからどうするの、仕事がなくなるね」と言われました。
社協が介護保険制度施行前の措置制度の時代から介護部門
も持っていたので、そういう言葉につながったのだと思い
ます。社協は介護だけが仕事ではないと思いながらも、福
祉関係者にさえそう思われている現実を突きつけられまし
た。ましてや住民にとって社協の役割は、さらに分かりづ
らいだろうと思いました。施設長の言葉にそうではないと
思いながらも、その時は、きちんと返せる言葉を持ってい
ませんでした。
　葛藤を抱えつつ、その数年後、社協の事業・活動が介護

保険事業の運営や要援助者の方への支援に向きがちになっ
てきている気がしました。そこで私は「地域で健康に暮ら
している人への支援」について、社協職員や多職種連携に
関わりの深い専門職の皆さんにお伝えするようになりまし
た。要援助者のみならず、身体的に元気な人でも、生きが
いや役割を持って暮らせていない人は地域のなかに多くい
ます。また、何らかの理由で暮らしづらさを感じている人
もいます。そのような人たちが誰かのため、何かのために
役に立つことを社協として支えることで、その人がさらに
元気に、いきいきと暮らせるようになります。以前、支え
られる側であった花子さんが支える側になったように、元
気になった人が今度は、生きがいや役割を持てていない人
を支えていきます。こうした循環こそが「地域のなかで支
え合う」ということであり、地域に暮らす人同士の支え合
いを広げていく地域づくりが社協の役割なのだと、心底思
えるようになりました。

社協職員の皆さんに贈る言葉

　地域包括ケアシステム、地域共生社会、これらを実現さ
せるために一番のカギとなるのは「地域の力」です。「地
域の力」とは、一人ひとりの力の集合体です。それは、元
気な人も暮らしづらさを抱えている人も、誰もが自分ので
きる行動や活動を引き出す力のことでもあります。「地域
の力」を高めることを仕事として関わっていけるのが社協
です。社協の仕事は、制度やお金で進めるものではなく、
住民の “ 志 ” に寄り添う仕事であり、それは社会が求める
大きな役割の一つと言えるのではないでしょうか。手間暇
かかる仕事だからこそ価値があると思います。
　社協のめざす姿は何も変わっていません。住民主体・互
助を進める地域福祉推進組織です。元気のいい社協には、
地域を創っていくことへの熱い想いを持った元気のいい職
員がいます。“ ノリとこだわり ” のある元気な人の周りに、
人は集まってきます。期待しています。
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